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ヒトゲノムプロジェクトによって，完全長のヒトゲノ

ムが解読された。その後，日本の理研を中心とした国

際的研究組織 FANTOMコンソーシアムと，米国の

ENCODEプロジェクトによるポストゲノム解析の進展

によって，ヒトのトランスクリプトームが予想以上に膨

大で複雑なものであることが解ってきた。当初，ヒト遺

伝子の数は７０，０００～１００，０００個と推定されていたが，

２０，６８７個しかないことが明らかになった。下等生物の線

虫でも遺伝子の数は約１９，０００個もあり，哺乳類と比較し

ても大差がない。このような僅かな遺伝子数の差が，高

次な脳機能を含むヒトの複雑な制御を生み出していると

は考え難い。

このように，従来のタンパク質をコードする「遺伝子」

の数だけではその生物の「高等さ」の説明がつかないこ

とから，蛋白質をコードしない転写産物（ノンコーディ

ング RNA）が大きく注目されるようになってきた。実

際，ヒトゲノムの大規模なトランスクリプトーム解析の

結果，いわゆるタンパク質をコードする遺伝子の間にあ

る，かつてはジャンクと考えられていたゲノム領域から

も，長短さまざまなノンコーディング RNAが転写され

ていることが明らかとなってきた。驚くことに，タンパ

ク質コード遺伝子領域においても，アンチセンス鎖から

のノンコーディング RNAや，センス鎖からのノンコー

ディング RNAが発現していることが示された。これら

の結果から，ヒトゲノム全体に占める割合は，「タンパ

ク質コード遺伝子がわずか１．５％」と「ノンコーディン

グ RNA遺伝子は実に８０％以上」あることが示された。

ノンコーディング RNAはその鎖長から大きく２つの

グループに分類されている。１つは鎖長が２００塩基以下

の短鎖ノンコーディング RNAと，もう１つは鎖長が２００

塩基以上の長鎖ノンコーディング RNAである。siRNA

やmiRNAに代表される短鎖ノンコーディング RNAは

１つのファミリーを構成しており，その構造，発現機構

や機能メカニズムが同一で解析しやすいことから，多く

のことが解明されている。一方，長鎖ノンコーディング

RNAは，構造，発現，機能メカニズムが個々で大きく

異なるため，機能まで解明されたものはまだ少ない。し

かしながら，近年，次世代シークエンサーや RNA免疫

沈降法などの技術革新にともなって，さまざまな疾患，

特に癌に関わる長鎖ノンコーディング RNAが徐々に

解ってきている。

本特集では，徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス

研究部生体栄養学分野の近藤茂忠先生から，ノンコー

ディング RNAを中心とした「RNA医学研究のトピッ

クス」の概説と，血管新生阻害治療によって活性化する

悪性腫瘍化ノンコーディング RNAについての知見を紹

介して頂いた。本特集を通して，病態形成におけるノン

コーディング RNAの重要性と新たな疾患治療標的にな

りうる可能性を考える素材の一つに加えていただければ

幸いです。
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